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北海道遺産に選定されている江差町地域文化資源の持続可能性に関する調査研究 
 
Study on the sustainability of Esashi regional cultural resources 

































































 図 2 は，町より入手した江差町人口ビジョン報告書
より抜粋した国立社会保障・人口問題研究所による












































町 新栄町 愛宕町 豊川町 中歌町 姥神町 津花町
南浜町・柏町・
南が丘 茂尻町 橋本町 上野町 本町
緑丘・新地町・
円山
松寳丸 新栄山 神功山 豊榮山 蛭子山 豊年山 楠公山 義公山 誉山 聖武山 源氏山 清正山 政宗山
H１７年 755 368 218 747 381 129 216 1850 502 178 174 382 1036
H１８年 749 371 207 691 365 130 208 1782 493 177 173 364 1046
H１９年 733 352 203 680 360 130 204 1733 483 157 168 347 1040
H２１年 690 366 197 656 330 124 191 1632 447 146 149 302 984
H２２年 671 349 190 628 319 127 187 1579 435 141 142 282 978
H２３年 655 340 184 596 319 123 190 1514 433 142 142 283 924
H２４年 638 335 187 581 305 116 186 1472 440 134 141 264 911
H２５年 630 323 186 569 313 110 173 1431 430 149 133 256 923
H２６年 629 318 176 545 310 111 171 1399 430 143 130 251 941
H２７年 622 308 171 543 297 108 164 1336 395 135 130 249 893
133 60 47 204 84 21 52 514 107 43 44 133 143











































































松寳丸 ﾏﾂﾎｳﾏﾙ     新栄山 ｼﾝｴｲｻﾞﾝ    神攻山 ｼﾞﾝｺｳｻﾞﾝ 
豊榮山 ﾎｳｴｲｻﾞﾝ     蛭子山 ｴﾋﾞｽﾔﾏ    豊年山 ﾎｳﾈﾝﾔﾏ 
楠公山 ﾅﾝｺｳﾔﾏ     義公山 ｷﾞｺｳｻﾞﾝ     譽山 ﾎﾏﾚﾔﾏ 
聖武山 ｼｮｳﾑｻﾝ      源氏山 ｹﾞﾝｼﾞﾔﾏ   清正山 ｾｲｼｮｳｻﾞﾝ 
政宗山 ﾏｻﾑﾈﾔﾏ 
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すまちづくり事業」により整備された．平成 16 年 11
月に街路事業が完成し，歴まち地区「いにしえ街道」と
して街並みが大きく変貌した町内である． 




















図12 蛭子山を曵く学生と接待を受ける学生達  
 
9．考察とまとめ 
 今後は，まだ分析が完了していない町内13台の山車
を管理する各町内間のアンケート調査結果の比較から
見える意識と維持運営の環境に関する格差や町より入
手した各町内別の年齢別人口の推移からも今後の課題
と問題点を探り，将来展望についても明らかにしたい
と考えている． 
現在，若者や中高生と子どもが激減し，山車巡行が
大変厳しい状況になっている町内と問題がない町内と
では将来に向けた意識も含めてどんな違いや差がある
のか分析する予定である．また，本学が支援する中歌
町以外の町内でも同じように町外からの支援学生チー
ムや団体・企業・子ども会チームなどと連携した取組
みをしている事例についても追加調査し，姥神さんの
持続可能性についての調査・研究成果としてまとめた
いと考えている． 
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